
   第１９回障害者による書道・写真全国コンテスト    
障害者による書道・写真全国コンテストは、 

障害者の文化・芸術活動の促進と技術の向上とそれらの活動を通した 

積極的な自己実現と社会参加の促進を目的としております。 

 
※掲載した３作品は「第１８回障害者による書道・写真全国コンテスト」入賞作品より抜粋しました。 

                      応 募 要 項                       

●応募資格：「身体障害者手帳」「療育手帳」「精神障害者保健福祉

手帳」いずれかの交付を受けている者。但し、当コン

テスト３回以上入賞者は対象外とする。 

●応募内容：（１）書道の部（２）写真の部 テーマは自由です。 

各部門１人１作品まで（書道と写真双方の応募は可） 

●作品サイズ：（１）書道の部 （タテ・ヨコ自由） 

半紙サイズ（約33.3㎝×24㎝） 

硬筆はＡ４サイズ(約21.0cm×29.7cm)  

      （２）写真の部（タテ・ヨコ自由） 

四ツ切りサイズ（約25.4cm×30.5cm） 

          四ツ切りワイドサイズ（約25.4cm×36.5cm） 

          デジタルはＡ４サイズ（約21.0cm×29.7cm） 

●応募方法：別添の応募用紙に必要事項をご記入の上、作品を添えて

各都道府県・指定都市の応募取りまとめ機関（別紙）

へご提出下さい。（全国コンテスト事務局への個人で

の直接応募は審査対象外とさせて頂きます。） 

●応募期間及び締切：応募期間については、各取りまとめ機関にお問い合わせ  

下さい。各取りまとめ機関から全国コンテスト事務局

への提出は、平成１６年１０月１日（金）必着です。 

●入 賞：書道・写真それぞれの応募の中から、金賞１０点、銀賞

１０点、銅賞２０点程度を選定します。 

●選考結果：平成16年１１月下旬、各都道府県・指定都市の取りま

とめ機関宛に通知します。入賞者ご本人宛には入賞の

お知らせならびに賞状、記念品を郵送いたします。 

その他、福祉新聞紙で発表を予定しております。 

●入賞作品発表：①新宿パークタワー（予定） 

平成１７年３月１日～平成１７年３月６日の期間で

展示を予定。 

       ②全国身体障害者総合福祉センター（戸山サンライズ） 

平成１７年１月中旬から展示。 

③その他 コンテストの入賞者、入賞作品、審査員総

評等は、当センターの情報誌「戸山サンライズ」お

よびホームページで掲載します。 

●応募上のご注意 

※応募作品の返却はいたしません。 

※作品制作年月日は問いません。ただし他のコンテスト等に未応募のも

のに限ります。 

※応募作品の著作権は本人に帰属しますが、この事業の一環として行う

イベント、印刷物への掲載などについては主催者が自由に使用できる

ものとします。 

※書道の部：①利き手側の上肢に著しい障害のある方については、規定

サイズ外の作品も可能としますので、その旨、事務局へご連絡下さい。 

②規定サイズの範囲内であれば用紙の種類は問いません。（色紙も可） 

③作品は折り曲げず、広げた状態でお送り下さい。 

※写真の部：①被写体に人物が写っている場合、肖像権侵害等の責任は

負いかねますので必ず本人の了承を得て下さい。②組写真は不可 

※作品は素材のみに限ります。パネル、額縁、表装等をした作品は審査

対象外とさせて頂きます。 

 

●作品の応募に関するお問い合わせ 

全国身体障害者総合福祉センター（戸山サンライズ） 

全国コンテスト事務局 

〒162-0052 東京都新宿区戸山１－２２－１ 

TEL．０３（３２０４）３６１１ 

FAX．０３（３２３２）３６２１ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ．http://www.normanet.ne.jp/~ww100006/index.htm 

 

●協    力：各都道府県・指定都市障害者福祉主管課 

       各都道府県・指定都市応募取りまとめ等協力機関 

財団法人 毎日書道会 

 

●後    援：株式会社 福祉新聞社 

 

●主  催：財団法人 日本障害者リハビリテーション協会 

      全国身体障害者総合福祉センター（戸山サンライズ） 

長い間のブランクがありどうしようかと迷いま 

したが、１枚書いてみようかと筆を取りました。が、

やはり思うように筆が動いてくれませんでした。何

日間か間を置いて２０枚３０枚の内、出来たのがこ

の作品です。特に浪の「ｼ｣には苦労しました。 

 

宮上 忠／長崎県／７８才／肢体障害 

 

書く位置を言葉かけしながら、本

人が筆をもって書きました。クラブ

で２回目の作品です。 

 

 
黒木 翔／宮崎県／１１才／視覚障害

 
私は両足が不自由な為、主人に車イスを押してもらい

動物園内を撮影した。サイのゴツゴツした皮膚感を写し

たくて、今まで４回写しに行ったが、うまく写せなかっ

た。しかし、当日は、サイがシャワーをあびていて黒っ

ぽい皮ふがピカピカ光って面白い写真が写せた。５回目

でやっと自分のイメージ通りの写真が写せた。 

小原 めぐみ／名古屋市／３７才／肢体障害 




